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新
年
度
あ
い
さ
つ

四
月
を
迎
え
、
新
た
な
年
度
が
始
ま

り
ま
し
た
が
令
和
に
入
っ
て
、
元
年
に

は
台
風
十
九
号
に
よ
る
災
害
が
あ
り
、

二
年
度
か
ら
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
の
影
響
で
毎
月

の
定
例
会
や
研
修
会
、
地
域
で
の
イ
ベ

ン
ト
等
が
中
止
に
な
る
な
ど
委
員
同
士

の
顔
を
合
わ
せ
る
機
会
が
減
り
、
支
援

を
要
す
る
人
び
と
へ
の
相
談
、
見
守
り

等
の
活
動
に
ご
苦
労
さ
れ
た
と
思
い
ま

す
。
社
会
的
孤
立
・
貧
困
・
虐
待
・
引

き
こ
も
り
等
抱
え
る
課
題
は
複
雑
多
様

化
し
、
地
域
に
お
い
て
は
、
様
々
な
支

援
を
必
要
と
し
て
い
る
人
が
増
加
し
て

お
り
、
私
達
の
果
た
す
役
割
は
重
要
に

な
っ
て
い
る
と
実
感
し
て
お
り
ま
す
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
し
て
、
常
に

地
域
の
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と

の
で
き
る
地
域
づ
く
り
を
進
め
て
い
く

こ
と
が
大
事
な
こ
と
で
す
。

ま
た
、
本
年
度
は
一
斉
改
選
の
年
で

あ
り
、
す
で
に
準
備
を
進
め
て
い
る
民

児
協
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
改
選
に

際
し
て
は
市
町
村
と
の
調
整
や
協
議
を

持
つ
こ
と
が
重
要
で
す
。
近
年
の
一
斉

改
選
の
特
徴
は
、
委
員
総
数
の
約
三
分

の
一
以
上
が
退
任
す
る
結
果
と
な
っ
て

い
ま
す
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
自
ら
が
候
補

者
に
対
し
て
委
員
活
動
を
説
明
す
る
こ

と
や
、
や
り
が
い
や
活
動
の
楽
し
さ
、

学
び
な
ど
を
伝
え
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

茨
城
県
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

と
い
た
し
ま
し
て
も
研
修
会
な
ど
の
一

層
の
充
実
を
図
り
、
今
後
益
々
発
展
す

る
様
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
心
か
ら

念
願
い
た
し
ま
す
。
市
町
村
民
生
委
員

児
童
委
員
の
引
き
続
き
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
て
、
御
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

〜
「
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

地
域
社
会
」
を
目
指
し
て
〜

茨
城
県
福
祉
部
長

飯

塚

一

政

初
夏
の
候
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の

皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ま
す
ま
す

御
健
勝
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
日
頃
よ
り
地
域
福
祉
の
推
進
に
多

大
な
る
御
尽
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す

こ
と
に
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
私
た
ち
の
日

常
生
活
に
お
い
て
も
、
人
と
の
接
触
を
減

ら
す
こ
と
や
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス

を
保
つ
こ
と
な
ど
、
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
が

浸
透
し
て
き
て
お
り
、
そ
の
一
方
で
、
少

子
高
齢
化
の
進
行
や
地
域
の
つ
な
が
り
の

希
薄
化
な
ど
、
地
域
社
会
を
取
り
巻
く
環

境
が
変
化
し
、
子
ど
も
の
貧
困
や
ひ
き
こ

も
り
、
孤
立
・
孤
独
問
題
と
い
っ
た
課
題

な
ど
、
可
視
化
が
難
し
い
福
祉
ニ
ー
ズ
の

増
加
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
う
し
た
中
、
援
助
を
必
要
と
す
る
方

を
適
切
に
把
握
し
、
行
政
の
支
援
に
繋
げ

る
た
め
に
は
、
普
段
か
ら
関
係
機
関
や
関

係
団
体
と
の
密
接
な
連
携
の
も
と
、
住
民

に
寄
り
添
っ
て
地
域
課
題
を
解
決
し
、
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
づ
く
り
に

日
々
取
り
組
ま
れ
て
い
る
民
生
委
員
・
児

童
委
員
の
皆
様
方
の
お
力
添
え
が
不
可
欠

で
あ
り
ま
す
。

今
年
は
、
３
年
に
１
度
の
一
斉
改
選
が

あ
り
、
節
目
と
な
る
年
で
ご
ざ
い
ま
す
。

県
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
今
後
と
も
、
民

生
委
員
・
児
童
委
員
の
皆
様
の
活
動
の
支

援
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
引
き
続

き
、
地
域
福
祉
の
推
進
に
御
尽
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
御

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

�

県
民
児
協
会
長

倉

持

嘉

男

第８９号 ２０２２年（令和４年）６月１５日民児協いばらき
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回
県
民
児
協
が
作
成
し
た
引
継
ぎ

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
は
、
退
任
す
る
民
生
委

員
・
児
童
委
員
が
保
有
し
て
い
る
、
民
生

委
員
・
児
童
委
員
活
動
に
関
す
る
所
持
品
、

各
種
帳
票
、
書
籍
等
に
つ
い
て
、
引
継
ぎ

の
要
否
及
び
留
意
事
項
を
参
考
例
示
と
し

て
作
成
し
た
も
の
で
す
。

引
継
ぎ
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
利
用
す
る

際
の
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
関
す
る
情

報
（
以
下
「
個
人
情
報
」
と
い
い
ま
す
。）

の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
、
特
に
留
意
し
て

い
た
だ
き
た
い
こ
と
は
次
の
と
お
り
で
す
。

一

個
人
情
報
の
整
理
と
引
継
ぎ

・
福
祉
票
等
の
書
類
に
記
載
さ
れ
た
住

民
の
個
人
情
報
は
、
支
援
や
見
守
り

で
関
わ
っ
た
本
人
や
家
族
が
「
後
任

の
委
員
に
伝
え
る
こ
と
は
控
え
て
ほ

し
い
」
と
考
え
て
い
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
必
要
に
応
じ
て
本
人
や
家
族

に
引
き
継
ぎ
の
可
否
を
相
談
し
、
了

解
を
得
た
う
え
で
引
き
継
ぎ
ま
し
ょ

う
。

・
個
人
的
な
メ
モ
等
で
引
き
継
ぐ
の
が

不
適
当
な
も
の
が
あ
る
場
合
は
、
消

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

二

書
類
等
の
廃
棄

・
個
人
情
報
が
記
載
さ
れ
た
書
類
等
の

取
り
扱
い
は
、
民
児
協
内
で
統
一
し

た
ル
ー
ル
を
決
め
、
個
人
の
判
断
で

単
に
一
般
ゴ
ミ
と
し
て
廃
棄
し
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

三

パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
等
の

デ
ー
タ
の
取
扱
い

・
個
人
用
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
（
携
帯
電
話
）、
タ
ブ
レ
ッ
ト
な

ど
に
民
生
委
員
・
児
童
委
員
活
動
で

得
た
個
人
情
報
を
デ
ー
タ
で
保
存
し

て
い
る
場
合
は
、
整
理
又
は
削
除
し

ま
し
ょ
う
。

四

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
（
ラ
イ
ン
）
の
デ
ー

タ
の
取
扱
い

・
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
（
ラ
イ
ン
）
の
ト
ー
ク
機
能

を
使
っ
て
委
員
間
で
連
絡
を
取
り

合
っ
て
い
る
場
合
は
、
や
り
取
り
の

記
録
（
ト
ー
ク
履
歴
）
の
取
扱
い
に

注
意
を
払
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ト
ー
ク
履
歴
に
個
人
情
報
が
残
っ

て
い
る
と
き
は
、
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯

電
話
等
の
デ
ー
タ
と
同
様
に
、
整
理

ま
た
は
削
除
し
ま
し
ょ
う
。

・
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
（
ラ
イ
ン
）
で
グ
ル
ー
プ

を
作
っ
て
い
る
場
合
は
、
新
た
な
任

期
が
始
ま
っ
た
と
き
に
、
退
任
す
る

民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
グ
ル
ー
プ

に
所
属
し
た
ま
ま
、
民
児
協
の
活
動

や
地
域
住
民
に
関
す
る
個
人
情
報
を

や
り
取
り
し
な
い
よ
う
に
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

※
個
人
情
報
取
り
扱
い
の
ポ
イ
ン
ト
※

一
斉
改
選
時
に
限
ら
ず
、
民
生
委
員
・

児
童
委
員
が
普
段
活
動
し
て
い
く
中
で
、

個
人
情
報
を
取
り
扱
う
際
に
留
意
す
べ
き

点
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。（
全
民
児
連

発
行
「
ひ
ろ
ば
」
令
和
４
年
３
月
号
参
照
。

詳
細
は
全
民
児
連
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
さ
れ
て
い
ま
す
。）

①
福
祉
票
等
は
持
ち
歩
か
な
い

②
コ
ピ
ー
は
と
ら
な
い
（
自
治
体
へ
の

申
請
書
類
で
あ
っ
て
も
、
原
則
コ

ピ
ー
は
と
ら
な
い
）

③
活
動
途
中
や
帰
途
で
の
紛
失
に
注
意

す
る

④
記
録
そ
の
も
の
を
資
料
と
し
て
提
供

し
な
い
（
自
治
体
や
社
協
な
ど
と
相

談
す
る
場
合
に
も
、
個
人
情
報
が
記

載
さ
れ
た
資
料
そ
の
も
の
は
提
示
し

な
い
）

⑤
支
援
が
終
了
し
た
時
点
で
適
切
に
情

報
を
廃
棄
す
る

⑥
自
宅
で
の
保
管
場
所
、
保
管
方
法
に

注
意
す
る
（
個
人
情
報
が
記
載
さ
れ

た
書
類
が
家
族
の
目
に
も
触
れ
な
い

よ
う
、
保
管
場
所
に
注
意
す
る
）

⑦
「
活
動
記
録
」
に
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

情
報
は
記
載
し
な
い

一
斉
改
選
に
向
け
た
個
人
情
報
の

取
り
扱
い
に
つ
い
て

県
民
児
協
事
務
局

本
年
１２
月
に
３
年
に
一
度
の
一
斉
改
選
が
行
わ
れ
ま
す
。
全
国
民
生
委
員
児
童
委

員
連
合
会
（
以
下
「
全
民
児
連
」
と
い
い
ま
す
。）
発
行
の
「
ひ
ろ
ば
」
令
和
３
年

１２
月
号
及
び
令
和
４
年
３
月
号
に
一
斉
改
選
に
向
け
た
記
事
が
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
５
月
に
県
民
児
協
で
は
一
斉
改
選
に
向
け
た
所
持
品
、
各
種
帳
票
等
の
引

継
ぎ
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
参
考
例
示
を
作
成
し
、
各
民
児
協
に
配
布
す
る
と
と
も
に
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
を
参
考
に
、
一
斉
改
選
に
向
け
た
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
留
意

し
て
い
た
だ
き
た
い
こ
と
を
紹
介
し
ま
す
。

� ２０２２年（令和４年）６月１５日 第８９号民児協いばらき



令令和和４４年年度度 事事業業計計画画書書・・収収支支予予算算書書

１ 運営方針

今日、個人や世帯を取り巻く環境が大きく変化し、地
域においては人と人とのつながりが希薄化するなか、社
会的孤立、貧困、虐待、ひきこもり等住民の抱える課題
は複雑・多様化し、地域においてはさまざまな支援を必
要とする人が増加しています。
また、コロナ禍のなかで、「新しい生活様式」に基づ

く行動が求められ、地域における住民同士の支え合いの
仕組みづくりが重要性を増すなかにあって、民生委員・
児童委員への期待は一層大きなものとなっています。
私たち民生委員・児童委員は、コロナ禍のなかでも、

あるいはコロナ禍の収束後も、持続可能な委員活動のあ
り方を考えながら、力を合わせ、誰もが笑顔で、安全に、
安心して暮らせる社会づくりへの取り組みを進めていき
ます。
また、今年度は一斉改選の年になります。「なり手確

保」が課題となるなか、全民児連との連携・協働を通じ、
民生委員・児童委員制度やその活動を広く社会に周知す

るとともに、新たな委員の確保に向けた取り組みなど活
動環境をさらに整備し、これからも地域に密着した活動
を進め、地域福祉の向上に貢献していきます。

２ 重点目標

� 地域の実情を把握し、支援を必要とするあらゆる
人びとが孤立することがないよう訪問や見守り、相
談活動の推進

� 虐待やいじめ、体罰、犯罪被害、貧困の連鎖など
から子どもたちを守り、健やかな成長を支えるため
の取り組みの推進

� 「新しい生活様式」に基づく行動が求められるな
かで、住民の多様な生活課題に対応するため、地域
の幅広い関係者との連携とともに、住民同士のつな
がりを強め、支え合い、助けあうことができるまち
づくりの推進

� 一斉改選時における新旧委員間の円滑な引き継ぎ
と新任委員への情報提供等による支援の推進

月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月 別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別 事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事 業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業 計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計 画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画令令令令令令令令令令令令令令令令令令令令令令令令令令令令令令令令令令令令令令令令令令令令令令令令令令和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度 正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正味味味味味味味味味味味味味味味味味味味味味味味味味味味味味味味味味味味味味味味味味味味味味味味味味味財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書

事 項

・民児協いばらき８９号編集委員会
・正副会長及び総務委員合同会議
・主任児童委員連絡会委員長会議

・監事会
・理事会
・民児協いばらき８９号編集委員会
・児童福祉部会
・主任児童委員連絡会委員長会議
・評議員会

・互助事業運営委員会
・民児協いばらき８９号編集委員会
・民児協いばらき８９号発行（１５日）
・市町村民生委員児童委員協議会 会長・
副会長合同研究協議会（班別）
県北・県央・鹿行地域（１６～１７日大洗町）
県南・県西地域（３０～７月１日大洗町）

・主任児童委員連絡会委員長会議
・主任児童委員研修会（２２日水戸市）

・正副会長及び総務委員合同会議
・理事会
・民生委員児童委員全体研修会（３１日水戸市）

・互助事業運営委員会
・市町村民生委員児童委員協議会 会長・副会長
合同研究協議会（全県）（２８日水戸市）

・民児協いばらき９０号編集委員会
・第４１回茨城県民生委員児童委員大会（１４
日水戸市）

・民児協いばらき９０号編集委員会

・民児協いばらき９０号編集委員会
・正副会長会議
・互助事業運営委員会

・民児協いばらき９０号発行（１５日）
・正副会長会議

・理事会
・評議員会
・主任児童委員連絡会常任委員会

・正副会長及び総務委員合同会議
・互助事業運営委員会
・理事会
・評議員会

月

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

１

２

３

令和３年度第４回理事会（３月８日）及び第２回評議員会（３月２９日）
において、令和４年度事業計画書及び収支予算書が承認されました。

�

民生委員活動
推進事業費
１�６５９�０００円（２�８％）

民生委員活動
推進事業費
３８�２７５�２００円
（５０�５％）

互助事業費
１２�３７１�０００円
（２０�６％）

【経常収益】

【経常費用】

経常収益
５９�９７３�０００円

経常費用
７５�８０３�０００円

法人会計
４５�９４３�０００円
（７６�６％）

法人会計
１０�４３８�２００円
（１３�８％）

互助事業費
２７�０８９�６００円
（３５�７％）

第８９号 ２０２２年（令和４年）６月１５日民児協いばらき



令令和和３３年年度度 事事業業報報告告書書・・収収支支決決算算書書（（計計算算書書類類等等））

事業報告
１ 協議会の運営
〇理事会（４回）
〇監事会（１回）
〇評議員会（２回）
〇正副会長会議（１１回）
〇部会、専門委員会
・総務委員会（３回）
・編集委員会（８回）
・児童福祉部会（２回）
・主任児童委員連絡会委員長会議（３回）
・研修会のあり方検討会議（２回）
・互助事業運営委員会（４回）

２ 研究協議会等の開催
新型コロナウイルスの感染拡大防止のため、集合

研修としての開催を中止とした。代わりに参加予定
者へ動画配信や資料を作成・配布し、各自で研修で
きるようにした。
〇市町村民生委員児童委員協議会 会長・副会長合
同研究協議会（班別）（全県）
〇市町村民生委員児童委員教室
〇主任児童委員研修会
〇民生委員児童委員全体研修会

３ 全国会議等への参加
〇全国児童委員・主任児童委員活動研修会
○全国民生委員・児童委員リーダー研修会
〇全国民生委員指導者研修会
○第８１回関東ブロック民生委員児童委員活動研究協
議会

〇第９０回全国民生委員児童委員大会

４ 市町村民生委員活動の推進
〇指定民児協
・北茨城市南部地区民生委員児童委員協議会
・神栖市神栖地区民生委員児童委員協議会
・利根町民生委員児童委員協議会
・古河市民生委員児童委員第３地区協議会

５ 第４０回茨城県民生委員児童委員大会

６ その他の主な事業
〇「民生委員児童委員の日活動強化週間」の取り組
み強化（５月１２日～１８日）
〇情報の提供
・民児協いばらきの発行（２回）
〇互助事業の実施
・全国民生委員児童委員互助事業及び県互助事業
の実施

７ 未執行予算の還元
新型コロナウイルスの感染拡大防止のため、事業
が計画通り行うことができなかったことにより生じ
た令和２年度の未執行予算について、３年度に繰り
越しのうえ、県内の全民生委員・児童委員に以下の
とおり還元した。
①「人権ア・ラ・カルト２０２１年版」の配布
②メモ帳（いばらきミンジーイラスト入り）の配布
③Ａ４版メッシュケースの配布
④研修動画の配信

令令令令令令令令令令令令令令令令令令令令令令令令令令令令令令令令令令令令令令令令令令令令令令令令令令和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正味味味味味味味味味味味味味味味味味味味味味味味味味味味味味味味味味味味味味味味味味味味味味味味味味味財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書

�

令和４年度第１回理事会（５月１１日）及び第１回評議員会（５月２７日）（どちらも書面による協議）において、令和３年度の事業
報告書及び収支決算書（計算書類等）が承認されました。

民生委員活動
推進事業費
３４�９１６�２０５円
（６６�１％）

【経常費用】

経常費用
５２�８１０�１５２円

法人会計
８�３１９�０４０円
（１５�８％）

互助事業費
９�５７４�９０７円
（１８�１％）

民生委員活動
推進事業費
１�２８５�０００円（２�２％）

互助事業費
１２�３７０�５４５円
（２０�７％）

【経常収益】

法人会計
４５�９５４�１７２円
（７７�１％）

経常収益
５９�６０９�７１７円

２０２２年（令和４年）６月１５日 第８９号民児協いばらき



地 区 民 児 協 だ よ り地 区 民 児 協協 だだ よよ りり
常
陸
大
宮
市
の
面
積
は
、
東
西
約
２
０
・
８
�
、
南
北
約
２
６
・
４
�
に
お

よ
ぶ
３
４
８
・
４
５
�
で
、
茨
城
県
の
お
よ
そ
５
・
７
％
に
あ
た
り
ま
す
。
合

併
に
よ
り
、
県
内
で
は
２
番
目
の
規
模
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
域
の
中

央
か
ら
や
や
東
を
久
慈
川
が
、
西
部
を
那
珂
川
が
流
れ
、
里
山
の
自
然
環
境
、

自
然
景
観
が
多
く
あ
り
ま
す
。

一
方
、
令
和
４
年
４
月
１
日
現
在
の
人
口
は
、
３
９
、
７
８
８
人
で
、
６５
歳

以
上
の
人
口
は
、
１
５
、
１
３
２
人
、
高
齢
化
率
３８
・
０３
％
と
年
々
上
昇
し
て

お
り
、
高
齢
者
の
見
守
り
体
制
と
災
害
に
備
え
た
体
制
づ
く
り
が
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

現
在
、
常
陸
大
宮
市
の
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
は
五
つ
の
単
位
民
児
協

で
構
成
さ
れ
、
全
体
の
定
数
は
１
３
９
名
（
う
ち
主
任
児
童
委
員
１１
名
）
で
活

動
し
て
い
ま
す
。
昨
今
の
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
新
任
委
員
へ
の
研
修
会
や
地
域
で

の
活
動
が
思
う
よ
う
に
で
き
な
い
中
に
あ
っ
て
も
、
委
員
一
人
ひ
と
り
が
で
き

る
こ
と
を
考
え
、
関
係
機
関
と
の
連
携
や
委
員
同
士
の
情
報
共
有
を
図
り
、
一

人
暮
ら
し
の
高
齢
者
の
見
守
り
や
ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
の
実
態
の
把
握
に
努
め

て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
い
ま

だ
拡
大
し
続
け
る
状
況
下
で
、
令
和
４
年

度
は
一
斉
改
選
を
迎
え
ま
す
。
地
域
住
民

が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
先
ず
は
身

近
な
相
談
相
手
と
な
れ
る
よ
う
民
児
協
全

体
で
考
え
、
持
続
可
能
な
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

大
洗
町
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
は
、
男
性
１４
名
、
女
性
２５
名
の
計
３９
名

（
う
ち
主
任
児
童
委
員
２
名
・
平
均
在
職
期
数
３
期
）
で
構
成
し
、
各
委
員
は

４
部
会
（
地
域
福
祉
・
高
齢
者
福
祉
・
児
童
福
祉
・
奉
仕
の
各
部
会
）
に
所
属

し
活
動
し
て
い
ま
す
。

本
協
議
会
で
は
、
誰
も
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
地
域
づ
く
り
の
た
め
に
、

行
政
・
福
祉
団
体
等
と
共
に
様
々
な
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
毎
月
開
催

し
て
い
る
定
例
会
や
部
会
の
意
見
交
換
会
で
は
、
近
年
著
し
く
変
化
す
る
社
会

保
障
制
度
等
に
つ
い
て
知
識
を
深
め
る
ほ
か
、
各
地
域
で
の
日
常
生
活
の
中
で

起
こ
る
様
々
な
事
例
を
報
告
し
、
問
題
解
決
に
向
け
た
話
し
合
い
や
行
政
等
か

ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
、
日
々
の
民
生
委
員
活
動
に
生
か
し
て
い
ま
す
。

本
町
は
、
人
口
も
面
積
も
小
さ
く
ま
だ
ま
だ
地
縁
が
残
る
も
の
の
、
社
会
的

孤
立
の
問
題
が
徐
々
に
顕
在
化
し
て
い
る
た
め
、
地
区
高
齢
者
相
談
セ
ン
タ
ー

と
連
携
し
地
域
に
お
け
る
見
守
り
活
動
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
毎
年

発
生
す
る
台
風
等
の
自
然
災
害
か
ら
高
齢
者
等
の
身
を
守
る
た
め
、
町
の
避
難

行
動
要
支
援
者
名
簿
や
個
別
避
難
計
画
の
作
成
に
協
力
し
、
対
象
者
を
調
査
す

る
等
要
支
援
者
の
避
難
体
制
の
構
築
の
一

部
を
担
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

さ
ら
に
、
今
年
度
に
お
い
て
は
、
民
生

委
員
活
動
を
広
く
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、

新
規
事
業
と
し
て
「
ご
存
じ
で
す
か
？
民

生
委
員
児
童
委
員
（
仮
）」
と
題
し
た
チ

ラ
シ
を
作
成
し
、
全
戸
配
布
す
る
予
定
で

す
。今

後
も
地
域
住
民
の
身
近
な
相
談
先
・

つ
な
ぎ
役
と
し
て
、
地
域
福
祉
の
推
進
・

向
上
に
つ
な
が
る
活
動
に
努
め
て
い
き
ま

す
。

常常陸陸大大宮宮市市

常
陸
大
宮
市
民
児
協
の
活
動
に
つ
い
て

常
陸
大
宮
市
民
児
協
会
長

大
森

猛

大大洗洗町町

大
洗
町
民
児
協
の
活
動
に
つ
い
て

大
洗
町
民
児
協
会
長

米
川

元
司
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地 区 民 児 協 だ よ り地地 区区 民民 児児 協 だ よ り
か
す
み
が
う
ら
市
は
茨
城
県
の
南
側
に
位
置
し
て
お
り
、
人
口
は

４
０
、
６
２
２
人
（
１
７
、
８
０
３
世
帯
、
高
齢
化
率
３１
・
１
％
）
で
あ
り
ま

す
。当

市
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
男
性
５２
名
、
女
性
３５
名
の
合
計
８７
名
（
う

ち
主
任
児
童
委
員
５
名
）
で
構
成
し
、
各
委
員
が
社
会
福
祉
部
会
、
長
寿
福
祉

部
会
、
子
ど
も
福
祉
部
会
に
所
属
し
活
動
し
て
い
ま
す
。

当
市
に
お
け
る
委
員
の
活
動
と
し
て
は
、
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
宅
の
訪
問
及

び
日
常
生
活
の
支
援
等
、
近
隣
居
住
者
へ
の
見
守
り
依
頼
、
生
活
困
難
者
か
ら

の
相
談
業
務
及
び
関
係
機
関
と
の
連
携
、
小
学
校
区
社
会
福
祉
協
議
会
（
地
区

社
協
）
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
へ
の
参
加
、
協
力
、
緊
急
時
に
お
け
る
高
齢
者

等
要
援
護
者
の
安
否
確
認
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

令
和
３
年
度
は
、
委
員
が
地
域
で
活
動
を
行
う
際
の
対
応
の
一
助
と
な
る
よ

う
、
定
例
会
に
お
い
て
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
か
ら
身
近
な
消
費
ト
ラ
ブ
ル
へ
の

対
処
方
法
を
学
び
ま
し
た
。
ま
た
、
地
域
で
悩
み
の
あ
る
人
に
寄
り
添
う
ゲ
ー

ト
キ
ー
パ
ー
に
関
す
る
講
習
を
実
施
し
、
活
動
に
必
要
な
知
識
の
習
得
に
努
め

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
茨
城
県
版
民
生
委
員
・

児
童
委
員
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
い
ば
ら
き
ミ

ン
ジ
ー
」
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
ク
リ
ア
フ
ァ

イ
ル
を
作
成
し
、
今
後
市
内
の
小
中
学
生

全
員
に
配
布
し
、
活
動
の
周
知
を
行
い
ま

し
た
。

一
昨
年
か
ら
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス

の
感
染
拡
大
の
影
響
を
受
け
、
各
種
活
動

を
制
限
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
の
な
か
で

は
あ
り
ま
す
が
、
地
域
住
民
が
安
心
し
て

生
活
を
送
れ
る
よ
う
、
地
域
に
寄
り
添
っ

た
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

八
千
代
町
の
人
口
は
、
２
１
、
１
６
７
人
（
７
、
６
６
１
世
帯
）、
面
積
は

５
８
・
９
９
�
で
関
東
平
野
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、
農
業
が
盛
ん
な
町
で
す
。

令
和
３
年
度
は
町
政
施
行
５０
周
年
を
迎
え
、
同
時
に
八
千
代
町
民
児
協
も
５０
周

年
の
記
念
す
べ
き
年
を
迎
え
ま
し
た
。

当
町
の
民
生
委
員
は
５０
名
（
う
ち
主
任
児
童
委
員
３
名
）
で
す
が
、
小
学
校

単
位
の
５
地
区
（
西
豊
田
、
安
静
、
中
結
城
、
下
結
城
、
川
西
）
で
の
活
動
に

も
取
り
組
ん
で
お
り
、
各
小
中
学
校
と
の
情
報
交
換
や
登
下
校
時
の
見
守
り
、

挨
拶
運
動
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

毎
月
の
定
例
会
で
は
、
行
政
や
社
協
の
事
業
に
つ
い
て
学
ん
だ
り
、
事
項
別

（
生
活
福
祉
、
児
童
福
祉
、
障
が
い
福
祉
、
高
齢
福
祉
）
で
、
よ
り
専
門
的
な

情
報
や
関
係
機
関
か
ら
講
師
を
招
い
て
個
人
情
報
保
護
制
度
や
里
親
制
度
の
研

修
を
受
け
、
相
談
や
支
援
に
関
わ
る
知
識
の
習
得
に
努
め
て
い
ま
す
。

昨
年
度
は
、
新
た
な
取
り
組
み
で
主
任
児
童
委
員
を
中
心
に
企
画
し
た
「
傾

聴
講
座
」
を
定
例
会
終
了
後
、
希
望
者
を
対
象
に
行
い
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
左
右
さ
れ
続
け
、
安
全

確
保
の
た
め
「
定
例
会
」「
施
設
訪
問
」「
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
と
の
交
歓
会
」

「
学
校
行
事
へ
の
参
加
」
な
ど
を
中
止
と

せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の

活
動
の
難
し
さ
を
痛
感
し
ま
し
た
。
民
児

協
活
動
強
化
週
間
の
Ｐ
Ｒ
活
動
は
延
期
し

て
い
た
中
、
何
と
か
年
度
内
で
の
見
込
み

が
立
ち
、
町
内
の
ス
ー
パ
ー
・
ド
ラ
ッ
グ

ス
ト
ア
の
協
力
の
下
、
感
染
症
対
策
・
時

短
開
催
で
無
事
に
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。こ

れ
か
ら
も
民
児
協
一
丸
と
な
っ
て
、

地
域
住
民
の
方
が
安
心
し
て
過
ご
せ
る
よ

う
な
一
助
と
な
り
、
信
頼
関
係
を
築
き
な

が
ら
支
援
が
出
来
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

かかすすみみががううらら市市

か
す
み
が
う
ら
市
民
児
協
の
活
動
に
つ
い
て

か
す
み
が
う
ら
市
民
児
協
会
長

冨
田

博
美

八八千千代代町町

八
千
代
町
民
児
協
の
活
動
に
つ
い
て

八
千
代
町
民
児
協
会
長

生
井

善
秋
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こ
の
度
、
次
の
方
が
栄
え
あ
る
叙
勲
・

褒
章
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
心
か
ら
お
祝

い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
敬
称
略
）

○
叙

勲

瑞
宝
単
光
章

佐

藤

亮

一
（
日
立
市
・
現
）

〇
褒

章

藍
綬
褒
章

仲

鉢

良

子（
つ
く
ば
市
・
元
）

●
茨
城
県
の
主
な
組
織
改
正
と
人
事
異
動

（
令
和
４
年
４
月
１
日
付
）

民
生
委
員
・
児
童
委
員
関
係

〇
組
織
改
正

保
健
福
祉
部
を
「
保
健
医
療
部
」
と
「
福

祉
部
」
に
再
編
。

〇
課
名
改
称

・
福
祉
指
導
課→

福
祉
政
策
課

・
長
寿
福
祉
推
進
課→

長
寿
福
祉
課

〇
人
事
異
動
（
敬
称
略
）

福
祉
部
長

飯
塚

一
政
（
新
任
）

次

長

柴

義
則
（
新
任
）

子
ど
も
政
策
局
長

川
和
田
由
紀
子
（
新
任
）

福
祉
政
策
課
長

信
田

好
則
（
留
任
）

長
寿
福
祉
課
長

山
田

俊
光
（
新
任
）

障
害
福
祉
課
長

森
田

教
司
（
新
任
）

青
少
年
家
庭
課
長

今
泉

達
夫
（
新
任
）

福
祉
相
談
セ
ン
タ
ー
長

石
井

好
之
（
新
任
）

中
央
児
童
相
談
所
長

根
本

栄
一
（
新
任
）

日
立
児
童
相
談
所
長

小
野
瀬
裕
子
（
新
任
）

鉾
田
児
童
相
談
所
長

根
本

幹
哉
（
留
任
）

土
浦
児
童
相
談
所
長

川
島
由
加
里
（
新
任
）

筑
西
児
童
相
談
所
長

小
松

正
光
（
新
任
）

●
お
知
ら
せ

（
令
和
４
年
度
県
民
児
協
主
催
の

研
修
会
及
び
県
大
会
予
定
）

○
市
町
村
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

会
長
・
副
会
長
合
同
研
修
協
議
会

（
班
別
）【
県
北
・
県
央
・
鹿
行
地
域
】

６
月
１６
日
（
木
）
〜
１７
日
（
金
）

大
洗
シ
ー
サ
イ
ド
ホ
テ
ル

（
班
別
）【
県
南
・
県
西
地
域
】

６
月
３０
日（
木
）〜
７
月
１
日（
金
）

大
洗
シ
ー
サ
イ
ド
ホ
テ
ル

（
全
県
）
９
月
２８
日
（
水
）

ザ
・
ヒ
ロ
サ
ワ
・
シ
テ
ィ
会
館

（
県
立
県
民
文
化
セ
ン
タ
ー
）

大
ホ
ー
ル

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の

観
点
か
ら
、
班
別
と
全
県
の
２
つ
に
分
け

て
開
催
し
ま
す
。

○
主
任
児
童
委
員
研
修
会
【
県
内
全
域
】

７
月
２２
日
（
金
）

ザ
・
ヒ
ロ
サ
ワ
・
シ
テ
ィ
会
館

（
県
立
県
民
文
化
セ
ン
タ
ー
）

大
ホ
ー
ル

○
民
生
委
員
児
童
委
員
全
体
研
修
会

【
県
内
全
域
】

８
月
３１
日
（
水
）

ザ
・
ヒ
ロ
サ
ワ
・
シ
テ
ィ
会
館

（
県
立
県
民
文
化
セ
ン
タ
ー
）

大
ホ
ー
ル

○
第
４１
回
茨
城
県
民
生
委
員
児
童
委
員
大
会

１０
月
１４
日
（
金
）

ザ
・
ヒ
ロ
サ
ワ
・
シ
テ
ィ
会
館

（
県
立
県
民
文
化
セ
ン
タ
ー
）

大
ホ
ー
ル

◎
研
修
会
及
び
県
大
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、
中

止
又
は
内
容
が
変
更
に
な
る
こ
と
が
想
定

さ
れ
ま
す
の
で
、
ご
留
意
願
い
ま
す
。

退
任
あ
い
さ
つ

前
県
民
児
協
常
務
理
事
兼
事
務
局
長

加
藤

祐
司

平
成
２９
年
４
月
か
ら
５
年
間
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。

民
生
委
員
制
度
創
設
１
０
０
周
年
と
い

う
大
き
な
節
目
に
就
任
し
、
令
和
元
年
の

一
斉
改
選
が
終
わ
っ
た
と
き
に
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ウ
ル
ス
の
感
染
が
始
ま
り
、
以

後
、
研
修
は
満
足
に
開
催
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
の
中
で
、
規
模
を
縮
小
し
な
が

ら
も
県
大
会
を
開
催
で
き
た
こ
と
が
、
印

象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
コ
ロ
ナ

禍
が
続
く
中
、
ご
健
康
に
留
意
し
な
が
ら
、

活
躍
さ
れ
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま

す
。就

任
あ
い
さ
つ

県
民
児
協
常
務
理
事
兼
事
務
局
長

阿
部

哲
朗

令
和
４
年
４
月
１
日
付
け
で
、
倉
持
会

長
か
ら
新
た
に
事
務
局
長
を
拝
命
し
、
身

が
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。
今
後
、
皆
様

が
少
し
で
も
活
動
し
易
く
な
る
よ
う
、
サ

ポ
ー
ト
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
の
で
、
前
任
の
加
藤
事
務
局
長

同
様
に
、
皆
様
の
ご
指
導
・
ご
支
援
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
で
活
動
が
制
限
さ
れ

て
お
り
ま
す
が
、
皆
様
の
ご
支
援
、
ご
協

力
に
よ
り
今
日
ま
で
歩
ん
で
来
ら
れ
ま
し

た
こ
と
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
今
の
国
内
は
も
と
よ
り
世
界

情
勢
を
見
ま
す
と
、
あ
ま
り
に
も
暗
い
話

題
が
多
く
、
暗
澹
た
る
気
持
ち
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
特
に
終
わ
り
の
見
え
な
い

コ
ロ
ナ
問
題
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

攻
に
関
し
て
は
、
日
々
、
神
経
を
と
が
ら

せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
一
日
も
早
い
終
息

を
願
う
ば
か
り
で
す
。

そ
う
い
う
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
ふ
と

野
山
に
目
を
転
じ
る
と
、
穏
や
か
に
季
節

の
営
み
が
な
さ
れ
て
お
り
、
ほ
っ
と
一
息

つ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
自
然
は
な
ん
て

素
晴
し
い
の
で
し
ょ
う
。
と
こ
ろ
で
、
私

の
住
ん
で
い
る
か
す
み
が
う
ら
市
の
花
は

紫
陽
花
で
す
。

小
さ
い
花
が
た
く
さ
ん
集
ま
っ
て
大
き

な
球
状
を
つ
く
る
紫
陽
花
。
そ
こ
か
ら
は
、

団
結
・
思
い
や
り
の
心
・
大
ら
か
さ
を
感

じ
ま
す
。
ま
た
、
雨
に
打
た
れ
て
い
る
紫

陽
花
に
も
心
ひ
か
れ
ま
す
。
紫
陽
花
は
決

し
て
雨
に
負
け
ま
せ
ん
。
負
け
な
い
ど
こ

ろ
か
、
輝
き
を
増
す
の
で
す
。
限
り
な
い

強
さ
を
感
じ
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
紫
陽
花
は
、
人
と
し
て
の

生
き
方
を
無
言
の
う
ち
に
教
え
て
く
れ
て

い
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

紫
陽
花
の
よ
う
な
気
持
ち
で
、
私
達
も

過
ご
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。冨

田

博
美

事事

務務

局局

だだ

よよ

りり

◎

祝

受

賞
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